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Abstract: The purpose of this research is a design for a radio 

anechoic chamber which can evaluate reception 

characteristics of mobile terminals used by 5G mobile 

communication system. In this paper, we describe the 

characteristics improvement of the anechoic box by taking 

into account of the box shape. 

 

1. まえがき 

 次世代の通信方式において，より広帯域な周波数が

使用される．そのため本研究では，小型であっても広

帯域にわたって特性が良好な電波暗箱の設計を目的と

している．本稿では，電波暗箱の形状を変更し，電波

暗箱内の特性について検討を行う． 

 

2. 解析モデルの寸法形状 

 本研究では，有限要素法を用い，周波数 700 MHz で

解析を行う．解析モデルは図 1 に示した通りであり，

図中のダブルリッジドホーンアンテナとピラミッド型

電波吸収体は市販のものをモデリングしたものを用い

る．ピラミッド型電波吸収体は垂直入射の吸収特性は

良好だが，斜入射の吸収特性が良好ではない．そのた

め，本検討では電波吸収体への斜入射成分を低減させ

るため，xz 面に平行な壁面を内側に傾け，対面の面積

を変化させることにより正規化反射波レベル分布の変

化を確認する．正規化反射波反射波レベルは電波案箱

内の電界から自由空間での電界の差より求める． 

 

3. 解析結果 

 外形寸法(x，y，z) = (1350mm，1806mm，1950mm)

の直方体からアンテナ開口面対面の面積を小さくして

いき，それぞれの QZ 割合を求める． QZ 割合は z 軸

中心座標(z = 975mm)における x 軸 578 ~ 1228mm，y軸

450 ~ 1350mm 面において正規化反射波レベルが-30dB

以下の割合を求めている．x =1350mm の yz 面の面積に

対する QZ 割合の変化を図 2 に示す．これより電波案

箱壁面を縮小したものと比較し，縮小していない方が

QZ 割合が良好であることが確認できた． 

4. まとめ 

 ダブルリッジドホーンアンテナを用い，電波暗箱の

形状を変化させ解析を行った結果，直方体の方が QZ

の領域が増加することを確認できた．今後は，最適な

寸法を検討する． 

 

 

図 1 シミュレーションモデル 

 

 

図 2 x = 1350mm の面積に対する QZ 割合 
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